
データから見た業界の動き（平成21年6月分）
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　本県の6月の景況は、全業種のDI値では、
売上高－56（前年同月比＋8）、収益状況
－62（前年同月比＋12）、景況感－68（前
年同月比±0）と非製造業のポイント改善
を受け、全体では前年同月比でDI値の回
復傾向がみられる結果となった。
　しかし、業種別で見ると、製造業のDI値は、
売上高－65（前年同月比－10）、収益状況
は－75（前年同月比－10）、景況感は－
75（前年同月比－10）となっており、前月
までと比較してポイントの悪化の幅は小
さくなっているものの、すべての項目で
マイナスとなっている。
　一方、非製造業のDI値では、売上高－50
（前年同月比＋20）、収益状況－53（前年
同月比＋27）、景況感－63（前年同月比＋
7）と全項目でプラスに転じており、製造
業と非製造業のポイントの上での明暗は、
はっきりと分かれた形となった。
　6月の月例経済報告で政府は「景況の悪
化に歯止めが掛かった」とし、事実上の「景
気底打ち宣言」を行った。しかし、連絡員
の報告からは、ほぼ全業種において、こう
した実感を受けることはなく、依然とし
て中小企業にとっては、厳しい経営環境
が続いているのが実態である。
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政
府
発
表
の
景
況
感
と
中
小
企

業
の
実
態
に
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
た
め
、
今
回
は
業
界
や
組
合

員
企
業
の
視
点
か
ら
、
景
気
が
上

向
い
た
と
思
え
る
判
断
基
準
と
し

て
今
後
、
最
も
重
視
す
る
事
項
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　
製
造
業
に
お
い
て
は
、「
受
注
量

の
増
加
」
が
最
も
多
く
、「
売
上
高

の
回
復
」（
販
売
量
の
増
加
）
と
続

い
た
。
そ
の
他
と
し
て
は
、「
高
額

商
品
の
売
れ
行
き
」「
地
価
の
上
昇
」

「
雇
用
環
境
の
改
善
」が
挙
げ
ら
れ

た
。
　
非
製
造
業
で
は
、「
顧
客（
来
客
数
）

の
増
加
・
消
費
者
動
向
の
改
善
」「
客

単
価
の
上
昇
・
消
費
者
需
要
の
増
加
」

と
消
費
者
の
動
向
に
視
点
を
お
い

た
回
答
が
多
く
、
続
い
て「
雇
用
環

境
・
賃
金
の
改
善
」「
受
注
量
の
増
加
」

「
稼
働
率
の
上
昇
」「
設
備
投
資
の

拡
大
」
な
ど
を
景
気
回
復
の
判
断

基
準
と
す
る
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　
こ
の
判
断
基
準
の
結
果
か
ら
見

る
と
、景
気
回
復
に
は
消
費
・
需
要

の
拡
大
に
よ
る
経
済
全
体
の
底
上

げ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
消
費
を
支
え
る
国
民
の
生

活
と
経
済
面
の
安
定
が
図
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
雇
用
環
境
全
般

の
課
題
解
決
と
賃
金
面
で
の
改
善

が
急
務
と
思
わ
れ
る
。

 

業
界
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ら
一
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■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
余
波
が
続
き
、

関
西
方
面
の
百
貨
店
、
大
手
ス

ー
パ
ー
向
け
が
低
調
。
ま
た
台

湾
向
け
輸
出
も
円
高
に
よ
り
低

調
。
5
月
以
降
食
品
関
連
に
も

消
費
低
迷
が
波
及
し
て
い
る
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
観
光
土
産
と

し
て
の
販
売
量
も
減
少
し
て
き

た
。外
食
も
控
え
ら
れ
て
い
る
。

ほ
う
と
う
に
頼
る
ば
か
り
で
な

く
、新
商
品
の
開
発
が
急
務
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）
／
得
意

と
す
る
中
高
級
生
地
使
用
の
服

の
小
売
が
悪
く
、
バ
ー
ゲ
ン
で

の
販
売
が
多
い
。
整
理
加
工
業

者
の
休
み
が
多
く
な
り
、
納
期

対
応
に
問
題
が
生
じ
だ
し
た
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
重
油
価
格
は

上
昇
。
取
引
先
で
あ
る
デ
パ
ー

ト
の
仕
入
れ
が
15
％
減
少
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
一
部
の
自
動
車

関
連
部
品
に
関
し
て
50
％
程
度

の
回
復
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

以
上
の
回
復
は
見
込
め
な
い
。

ま
た
、
半
導
体
関
連
は
依
然
と

し
て
30
％
程
度
の
稼
働
率
で
あ

る
。

●
一
般
機
器
／
週
休
5
日
で
も
仕

事
が
な
い
状
況
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
製
造
業
を
中

心
と
し
た
景
気
回
復
が
見
ら
れ

な
い
限
り
目
立
っ
た
需
要
は
で

て
こ
な
い
。
中
国
の
需
給
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
。

●
卸
売（
宝
飾
）／
店
頭
販
売
が
大

き
く
落
ち
込
み
、
流
通
在
庫
の

調
整
等
が
あ
り
、
生
産
は
更
に

大
き
く
落
ち
込
み
。
宝
石
研
磨

加
工
の
不
調
、
製
品
加
工
の
不

調
等
で
業
界
は
苦
し
い
。

●
小
売（
食
肉
）／
ゼ
ネ
ラ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
大
型
店
の
相
次
ぐ
ダ
ン

ピ
ン
グ
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

専
門
店
は
つ
い
て
い
け
な
い
状

況
。
外
食
店
も
不
振
を
極
め
小

卸
も
厳
し
く
昨
年
比
で
大
き
く

売
り
上
げ
を
落
と
し
て
い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）
／
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
で
薄
型
テ
レ
ビ
を
中

心
に
景
況
感
が
出
て
き
た
が
、

関
東
近
県
に
比
べ
山
梨
は
伸
び

て
い
な
い
。
ま
た
価
格
ダ
ウ
ン

も
あ
り
、粗
利
が
取
れ
な
い
状
況
。

更
に
昨
年
か
ら
の
メ
ー
カ
ー
の

在
庫
調
整
の
影
響
で
品
不
足
の

機
種
も
出
始
め
た
。

●
宿
泊
業
／
各
施
設
と
も
に
大
幅

な
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
っ
て
い

る
が
、
特
殊
建
築
物
調
査
に
係

る
費
用
の
大
幅
な
値
上
げ
な
ど

コ
ス
ト
削
減
が
出
来
な
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
の

台
頭
で
、お
客
様
が
分
散
。ネ
ッ

ト
販
売
の
占
め
る
割
合
が
増
加

し
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
経
由
の
予

約
が
減
少
。
土
曜
日
も
満
室
に

な
ら
ず
、
夏
休
み
の
予
約
も
ま

だ
少
な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
よ
る
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ

ル
や
延
期
な
ど
で
間
際
の
キ
ャ

ン
セ
ル
に
よ
り
空
室
が
埋
ま
ら

な
い
。
中
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
減
少
が
大
き
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
年
度
初
め
の

公
共
工
事
の
発
注
が
あ
り
、
今

後
更
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

建
設
業
界
に
対
す
る
金
融
機
関

の
査
定
も
厳
し
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
必
要
と
な
る
受
注
増
に
伴

う
増
加
運
転
資
金
の
確
保
が
難

し
い
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
例
年
で
あ
れ

ば
秋
か
ら
の
着
工
工
事
の
見
積

依
頼
が
あ
る
時
期
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
も
な
く
、
今
年
後
半
の
受

注
が
見
込
め
な
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
こ
こ
に
き
て

鋼
材
価
格
が
下
が
っ
た
た
め
、

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
そ

れ
以
上
に
受
注
価
格
が
下
が
り
、

通
常
6
万
円
／
t
は
確
保
し
た

い
加
工
費
が
3
万
円
程
度
し
か

上
乗
せ
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
が

赤
字
工
事
と
な
っ
て
い
る
。
業

界
は
、
設
備
投
資
に
関
連
し
て

い
る
の
で
景
気
に
対
し
て
1
年

ほ
ど
遅
れ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
上
下
水

道
局
か
ら
の
共
同
受
注
工
事
量

が
回
復
傾
向
に
あ
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
景
気
の
悪

化
が
今
後
更
に
進
み
、
荷
主
か

ら
運
賃
値
下
げ
要
求
が
起
こ
る

と
予
想
さ
れ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
は

労
働
時
間
の
規
制
か
ら
長
距
離

運
転
へ
の
対
応
が
困
難
な
た
め
、

今
後
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

給
料
は
更
に
低
水
準
で
推
移
し

て
い
く
。
燃
料
価
格
も
じ
わ
じ

わ
と
値
上
が
り
し
て
い
る
。

協会のキャッチフレーズ

業
界
の
現
況
は
？

　
廃
棄
物
と
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」で

「
産
業
廃
棄
物（
以
下
、産
廃
と
い
う
）」と「
一
般
廃
棄
物（
以
下
、一

廃
と
い
う
）」に
分
類
さ
れ
ま
す
。産
廃
と
は
、そ
の
法
律
で
規
定
さ

れ
た
種
類
の
廃
棄
物
を
い
い
、一
廃
は
そ
れ
ら
以
外
の
廃
棄
物
を

い
い
ま
す
。さ
ら
に
一
廃
は
、2
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。便
宜
上
、よ

く
使
わ
れ
る「
事
業
系
一
般
廃
棄
物（
以
下
、事
業
系
と
い
う
）」と

「
生
活
系
一
般
廃
棄
物（
以
下
、生
活
系
と
い
う
）」で
す
。「
事
業
系
」

と
は
、事
業
者
が
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
の
こ
と

を
い
い
、「
生
活
系
」と
は
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
廃
の
収
集
・
運
搬
及
び
処
分
は
、市
町
村
に
処
理
責
任

が
あ
り
、市
町
村
自
ら
行
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、市
町
村
自
ら
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、事
業
系
は
業
者
に

許
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
系
は
市
町
村
の
委
託
事
業
と

し
て
、各
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
契
約
に
関
し
て
、事
業
系
で
は
許
可
業
者
が
一
企
業
と
個
々
に

契
約
し
て
い
ま
す
。生
活
系
で
も
、以
前
は
市
町
村
が
一
業
者
と
委

託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
、最
近
で
は
市
町
村
合
併
等

に
伴
い
、協
同
組
合
等
と
委
託
契
約
を
結
ぶ
市
町
村
が
増
え
て
い

ま
す
。　

今
後
の
展
開
は
？

　
現
在
、一
廃
処
理
は
市
町
村
の
処
理
過
程
の
違
い
に
よ
り
、市
町

村
ご
と
で
廃
棄
物
の
分
別
等
に
違
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

情
報
交
換
会
等
を
通
じ
て
、現
在
、生
じ
て
い
る
こ
れ
ら
の
違
い
を

把
握
・
確
認
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、将

来
的
に
は
、こ
の
協
会
で
行
う
予
定
の
一
廃
処
理
に
関
す
る
講
習

会
等
の
修
了
証
書
等
が
、一
廃
処
理
に
お
け
る
山
梨
県
統
一
の
資

格
証
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。こ
の

こ
と
に
よ
り
、各
業
者
の
資
質
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
も

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、循
環
型
社
会
や
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、こ
の
協
会
自
体

が
廃
棄
物
の
資
源
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。例
え
ば
、家
庭
か
ら
廃
棄

物
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
会
員

が
収
集
し
、協
会
が
そ
れ
を
資
源
化

す
る
。こ
れ
ら
の
た
め
に
、協
会
と

し
て
方
向
づ
く
り
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。




